
ユ.リ ンゴわい性苗木の養成年数 と早期生産性 (園 試果樹部 )

( 1 ) 背 景 と ね らい

定植3年 目から結実が始まり6～ 7年で盛果期に達するわい化栽培は、従来のリンゴ披特に

比べると半分以下に期間短縮されるが、この期間を更に短縮するため苗木を1～ 2年前木醐場

で養成し、2～ 3年生荘F木を定植し、早期生産性について検討した結果、収量が多いなど、苗

木養威効果が認められたので参考に供する。

( 2 ) 技 術 の 内 容

1)わ い性台木使用リンゴ苗木は2年間、市木問場で養成後定1はすれば早脚l生産性が高い。

(3)指 導上 の留意点

1)養 威苗木の定植時期は秋柄えが望ましい。

2)繭 木圃場で養成中の苗木は側伏したり、ゆれ動いて根が傷まなぃよう細い竹やカラー鋼管

など仮支柱を用いて苗木を固定するざ

3)菱 成中の首木はr/J定、,誘引、
「
楽剤飲布など十分な管理を行う占

4)苗 木醐での植え付け距離は 2年間飛成で 1,5mXQ5mと し過密とならなぃようにする。

5)2～ 3年生の養成苗木の定植 1年 目は鞘花結実しても原則として摘み取るが、秋に定植 Lフ

春の乾燥等の影響も少ないような場合には数ヨならせても良ヤ、

(4)試 験成績 の概要

1)試  験  課  題  名   リ ンゴわい性苗木の養成年数と早郷J生産性

2)試 験年次および場所  昭 和 48'年ょり 岩 手園試闘場

3)試  験   方  法   昭 和 48年 4月から年次年に接木実施

苗木□場で奏威し、昭和 51年 4月に定植した。
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a)試 験結果の要約

(1)植 え付け当年は春の乾燥により植え傷みの傾向がみられ、このため生育がやや分り、ふ

じ/M9、 ショナゴ
ールド/ヽ 26と も樹齢の多いほど、その傾向が強いようであった。

(り 定 植 2年 目からは、崩の生育も順調となり開花、結実もみられた。ふじ/M9で は 2～

3年生苗で定植 2年 目から結実し、順次生産量の増加となり定植 4年 目までの累積収畳は

3年定植で最も多く>宅 年>1年 となり養成年数の多いほど多収であった。

(0 シ ョナゴール ド/M26は 植付時樹鵬 3年苗本は定植時から開花したが植え傷みも考慮

し、全部摘花した。

た植 2年 目からは 1年苗定植でも開花結実がみられ、特に3年苗定植では生産量の増加

が著しく、 4年 目の累積収量では 1年苗定植の2倍以_との多収となった。

5)主 要成果の具体的データー
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収  量

穂品種/台 木
定植時
の樹齢

I樹 当り収量 平均1果

重畳督

年次別 10a当 り換算収量 Kタ 累積収量
(K7)
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(5)残 された問題点

■〉 生産量増加の程度       2)適 正着果量の把握

2 リ ンゴわい性樹の台木長 (園試果樹部 )      i.  ,

( 1 ) 背景 とね らい

わい性台木利用によるツンゴわい化栽培は現在本県ではいこ26台 を主体にし、火山灰土壊な

ど伸びやすいところではM9を 用いるなど植栽予定の環境条件にあった台木を選択して来た。

植栽本数も早期生産をねらい、 125左 /10a前 後の密植我培を進められているが、同
一台

木を定植しても台木の長さにより、練品種の樹勢や結実性に差果がみられるようなので、地上

部、地下部の台本長について検討した結果、地上部の台木の長さによって、早期生産性なで連

いがみられ,たので参考に供する。

( 2 )技  術 ヽ内
:容
                 f

わい性樹の台木長は4?研 ぐらいの苫木を用い、10C″程度の浅植えにする。
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